

















いる 1)口とはいえ、モンテーニュが結局辿り着いた“ vertu 抄観とは、エピクロス
的“ vertu >>観の焼き直しにすぎなかったのであろうか。また、当時の道徳教育が









1) 1"エセー』には“ vertu "という語が290回(単数で265回、複数で25回)用いられており、こ
れはあらゆる実詞の中で13番目に多いものである。 Roy E. Leake , Concordance des Essais de 
Mrmtail[lte, Genève , Droz , 1981. t.I I, pp.l306-1308. ヴィレーの説については、 Pierre Villey , 







IY J らかにした。拙稿“ L'騅olution de I ・ idéc dc "vertll" chcz Montaigne --La signification de 
la “ pcinture d'alltrlli" ー一一人 in ElltlÙマs de Lalll[lIl' et Lill駻alllre françaises , W 64 , pp.3-15参!l官。







を与えるべきであったろう。(1. XX, p.82 け
この一節は、「エセー』の1588年以降、すなわち著者が最晩年に加筆した部分であ
る。「我々の目指す最終的な目的は快楽」であり、 αvertu ))に対して αplaisir ) 
という名を与えるべきだとするこの見解は、(( vertu ぬという語を“ courage ))や















表す。引用文頭の記号 (C) は 1588-92年の執筆部分を、以下 (A) は 1580年以前の、 (8) は 1580
-88年の執筆部分を表す。尚、 H 本語訳は既訳を参照した I~.で‘の拙訳で、ある。





6) Cf. Essais , 1.XXVI , p.l64. 
7 )出降・岩崎允!乱訳、『エピクロス一一教説と手紙」、岩波文庫、 1959. p.70. ヴイレーによれ
ば、デイオゲネスのフランス語訳は1588年の時点ではまだ存主せず、モンテーニュはラテン
語司f を読んだとされているが (Cf. Villcy , oj). l'i/., t.I, p.117.) 、本稿では、引!刊にあたって、ギ















































































かないけ (m ， V, p.892) すなわち「節度」をもって「快楽」を求めることが必要
であるとモンテーニュは考えているのだ。「節度」は一般的に「快楽」とは相容れ
ないもののように思われるが、「不節制は快楽にとって疫病である。節制は快楽に








n. モンテーニュにおける<< vertu 妙実践の問題
「快楽」を主題とする『エセー』第 3 巻第 5 章には次のような一節がある。
I B) 私は自分の人生の楽しみの上を素通りし、不幸にしがみつき、それをむさ
ぼる気難しく陰気な精神は大嫌いである。それは、すべすべしたなめらかな






















望み願うことである。J (II. IX. p.993) しかしまた一方、人は自分の欠点ばかりで




































1 B 1 私は白分の生き方を公表するということが、ある程度自分を規整するのに
役立っているという点で思わぬ利益があるのを感じている。〔中略〕この公の
宣言は、私を自分の行くべき道にとどまるように、私のありょうのイメージ
に矛盾しないように私を拘束する。(IIl， IX. p.980) 
モンテーニュは実際に、白己の「ありょう」を『エセー』という著作の，+，であり
8 
のままに公表することによって、自らを「規整」するに到ったと言明している。
つまり「全てを言うことを白らに課すとすれば、黙っていなければならないよう
なことは何もしないように拘束される」という一般論は、そのままモンテーニユ
自身の自己規整においても具現されているのである。モンテーニュは『エセー』
という著作において自己を描くために自分自身を整え、自己を形成した。すなわ
ち「エセー』の記述の特徴的方法である、所謂「自己描写J を行うことによって
自らを「節度」ある状態に保ち、 αvertu ))を実践したのである。
本論冒頭の引用にあったように、晩年のモンテーニュにとっては、「快楽」こそ
が αvertu ))の第一義に他ならなかったが、それは彼自身が影響を受けたエピクロ
スの「快楽」よりも実際的で官能的なものであった。エピクロスは「苦痛のない
状態」こそが求めるべき「快楽」であるとしたが、モンテーニュにとって重要で
あったのは、 1，快楽J を避けることも、それに没入しすぎることもなく、「節度」
を持って「快楽」を求めることであった口また、その上さらに、自己についてそ
の美点も欠点も隠すことなく率直に全てを語ることが「節度」を得るための有意
義な方法と考え、自身、『エセー』という著作において、自己のありょうを赤裸々
に公表することで、自己を「節度」ある状態に維持したのだ。「自己描写」という
『エセー』特有の記述方法を通して、はじめて彼の“ vertu ))は実現されるのであ
る。
(大阪大学博士課程在学)
